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1. はじめに

　都市公園をはじめとする緑地はヒートアイラン

ド現象の緩和（e.g., 竹内ら , 2003; 成田・菅原 , 

2011; 重田ら , 2013）や生物多様性の保全（e.g., 

国土交通省 , 2010; 大石 , 2011），防災・減災（e.g., 

岩浅 , 2015; 西・二神 , 2019），自然との触れ合い・

環境教育（e.g., 小谷ら , 2000; 増田ら , 2000; 国土

交通省 , 2010），心身のストレス緩和（e.g., 石田ら , 

2012），地価の上昇（e.g., 愛甲ら , 2008）等といっ

た場として多様な効果が注目されてきた．一方で

戦後に進められた都市緑化活動により植栽された

樹木が数十年の時を経て，大径木化，老朽化する

ことによって都市緑地では倒木や落枝の危険性が

高まっている（有賀ら , 2020）．これは都市公園

においても同様で高度経済成長期や都市公園等整

備五箇年計画期間の初期に植栽された多くの樹木

で老齢化・大径木化が進行しており，倒木や落枝

による重大な事故等の発生リスクが高まることが

懸念されていることから（国土交通省 , 2017），

安全性や健全な樹木を維持する目的で間伐（e.g., 

柏市 , 2016）や支障となる枝の剪定等（e.g., 足立区 , 

2010）について指針を示している自治体もある．

　都市内の都市公園等で発生する剪定枝等の植物

廃材は日本国内全体で約200万トン／年に及ぶと

推測されており（国土交通省 , 2013），これらの

植物廃材を堆肥（e.g., 山本ら , 2011; 栗原ら , 

2015）やマルチング材（e.g., 後藤・亀谷 , 1998; 

角ら , 2020），エネルギー資源等（e.g., 曽根ら , 

2014; 栗原ら , 2015）として有効的に活用する方

法が実施または検討されている．本調査地である

新潟県立鳥屋野潟公園（鐘木地区）においても植

物廃材を活用した木質チップの生産やマルチング

材としての利用，エコスタック，インセクトホテ

ルの設置，クラフトイベントでの利用等を進める

ことで樹木の健全化や生物多様性の向上，利用者

の利便性向上等に役立ててきた（図１）．しかし，

植栽から年月が経ち大径化した伐採木の樹幹部は

破砕機でのチップ化が難しく，これまで専門の業

者に依頼して廃棄することが多々あったことから

循環型の都市公園の管理を進める上での課題と

なっている．こういった緑地の維持管理に関する

課題は都市部に限った話だけではない．昨今では，

集落の周辺にある里山の荒廃が危惧されており，

里山再生が大きな課題となっている（増野 , 

2019）．こうした背景から里山や雑木林の維持管

理で発生する伐採木を有効利用するためにキノコ

栽培に関する研究がいくつか行われている（e.g., 

福田ら , 2009; 増野ら , 2009a, b; 石﨑 , 2016; 増野 , 

2019）．しかし，都市公園緑地の維持管理で発生

した伐採木を利用したキノコ栽培の研究例はほと

んどないのが現状である．

　そこで本研究では都市公園である新潟県立鳥屋

野潟公園（鐘木地区）の中で実際に大径化し，安
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全面への配慮から伐採された樹木を原木として食

用のキノコ栽培を同公園内で試み，その有効性に

ついて検討した．また，合わせて収穫物であるキノ

コの活用方法についても検討したので報告したい．

2. 調査地概要

　調査地である新潟県立鳥屋野潟公園（鐘木地区）

は新潟県新潟市にある鳥屋野潟の南部に位置し，

昭和61年に開園された面積14.5ha の都市公園であ

る（図２）．周辺の都市化が進む中で公園にはソ

メイヨシノCerasus × yedoensis をはじめ，クヌギ

Quercus acutissima や コ ナ ラ Quercus serrata，

ケヤキZelkova serrata 等の多様な高木性の樹木

が植栽されており，都市の中でありながら，まと

まった緑地空間を形成している．一方で開園から

30年以上が経過していることから植栽樹木や自生

してきた樹木の成長によって樹木密度が高まって

いるエリアが見受けられる．それに伴い樹冠成長

率が低く，形状比の高い樹形へと変化している高

木があり，強風時の倒木や降雪時の冠雪害等のリ

スクが高まっている可能性があることから，健全

な樹木の育成を目的に除間伐作業が定期的に行わ

れている．この他にもブナFagus crenata やシダ

レヤナギSalix babylonica 等といった一部の樹木

では内部の腐朽やそれに伴う空洞化がみられるこ

とから定期的に点検し，倒木のリスクが高いと判

断されたものに関しては安全面への配慮から伐採

している．したがって，毎年多くの除間伐材が公

園内から発生している状況にある．

　キノコの原木栽培実験が行われた場所は新潟県

立鳥屋野潟公園（鐘木地区）内にある流れ付近の

樹林内で（図２），エノキCeltis sinensis やクヌギ，

コナラ等の高木性の落葉樹が林冠を形成してい

る．したがって，葉をつける季節になると開葉に

よって林床が比較的に薄暗い環境となり，公園利

用者はほとんど立ち入らないエリアとなってい

る．なお，キノコの原木栽培実験に使用した場所

については管理物件の原状変更について新潟県の

担当課と協議し，許可を受けたうえで実施された

ものである．

図 1．新潟県立鳥屋野潟公園（鐘木地区）における植物発生材の利用方法：
　(A) 維持管理で発生した剪定枝・落枝等，(B) 公園内に敷きこまれた剪定枝チップ，
　(C) 剪定枝や除間伐材等でつくられたエコスタック，
　(D) 集積したチップから発生したカブトムシ幼虫．
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3. 材料と方法

3. 1. 原木に用いた伐採木

　本研究で食用のキノコ栽培に用いた原木は，原

木栽培実験を行った場所と同じく新潟県立鳥屋野

潟公園（鐘木地区）内で2020年の秋季～ 2021年

の冬季期間に伐採されたシダレヤナギを用いた．

このシダレヤナギは植栽されたもので年月ととも

に大径化し，台風発生時に倒木や落枝の被害が発

生していることから，安全面への配慮や景観の創

出を目的に伐採されたものである．シダレヤナギ

は街路樹や公園の植栽木に用いられることが多い

が（菱山 , 2011），幹や根株の材が腐朽しやすい

代表的な樹種として挙げられ，全国的に街路樹で

倒木や落枝の被害が多発していることから（飯塚 , 

2019），本研究の目的にも一致する樹種であると

いえる．伐採されたシダレヤナギは運び出しやす

いように玉切りされ，合計118本の原木が得られ

た．原木の長さ（元口から末口までの長さ）は平

均（± SD）57.9±17.5cm，末口の直径は平均17.9

±7.4cm，元口の直径は平均 21.3±8.3cmであった． 

3. 2. �植菌するキノコの選定および栽培方法，活

用方法の検討

　 本 調 査 で 植 菌 す る キ ノ コ に は ヒ ラ タ ケ

Pleurotus ostreatus が選ばれた．ヒラタケはヒラ

タケ科 Pleurotaceae に属する菌類で味が良く（小

宮山 , 2013），現在では栄養価や薬効，健康増進

効果も注目され（Lesa et al . 2022），世界で最も

一般的な栽培キノコの１つとして知られている

（Ejigu et al . 2022）．ヒラタケは，ほぼ１年中，

広葉樹の枯れ木や切り株等から発生し，庭木や街

路樹からも発生することがあり（小宮山 , 2013），

材の腐朽しにくい樹種やタンニン等の発生に不利

な物質を含んでいる樹種を除けば多くの樹種で栽

培可能であることからも（安藤ら , 1990），シダ

レヤナギを含む都市公園の伐採木を用いた原木栽

培を考えた際に適したキノコの一つであると予想

された．

　玉切りされたシダレヤナギの原木は2021年３月

15日にボランティアの手を借りてキノコの栽培実

験場所へと運びこまれ（図２），３月下旬までの

間に原木栽培用のひらたけ KM 早生品種を植菌

した．植菌は電気ドリルにキノコ用のキリ（8.5

ミリ）をつけ，樹皮面に千鳥状となるよう等間隔

に穴をあけ，駒菌を金槌等で打ち込んだ（図３）．

接種が終わった原木は，そのまま地伏せにし，作

図 2．�新潟県立鳥屋野潟公園 鐘木地区の位置：点線で囲われた内部がおおよその公園敷
地内，白丸部分がキノコの原木栽培実験が行われた位置．（Google マップより作図）
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業のコストカットを目的に枝葉やワラ，遮光ネッ

ト等で原木を覆わずにおき，散水も行わなかった

（図３）．

　植菌１年目は定期的に見回りを行い，子実体（以

下，キノコと称する）の発生を確認した際には，

小宮山（2013）を参考に同定を行った．ヒラタケ

と同定されたキノコについては，活用方法につい

て検討した．また，2023年３月１日に植菌２年目

となるヒラタケやその他のキノコの発生状況を原

木ごとに確認し，記録した．

3. 3. 統計解析

　原木の元口直径，長さを５cm 単位で階級分け

し，キノコの発生率の差を種ごとに z 検定を用い

て繰り返し検定し，Bonferroni 調整を行って比較

した．次にキノコが発生した原木と発生しなかっ

た原木の選好性についてロジスティック回帰分析

を行った．原木の元口直径，長さを独立変数，キ

ノコの発生の有無を種ごとに従属変数として用い

た．独立変数間の多重共線性を除くため分散拡大

要因（VIF: Variance Inflation Factor）を計算し

た．VIF が5以上となった元口直径，末口直径で

強い正の相関が認められたことから（Spearman: 

相関係数r=0.91，p<0.001），末口直径を独立変数

から除外し，VIF が２以下となるよう調整した．

なお，z 検定，Spearman の順位相関，独立変数

間の VIF の計算にはソフトウェア IBM SPSS 

Statistics version 28（IBM, Armonk, NY, USA）

を，ロジスティック回帰分析には R version 4.2.2

（R Core Team, 2022）を用いた．

4. 結果

4. 1. �植菌したヒラタケおよびその他キノコの発

生状況

　植菌から約７ヵ月後の2021年11月３日にシダレ

ヤナギの原木からヒラタケの発生を確認した（図

３）．その後も次々に原木からヒラタケが発生し，

12月中には大半の原木からヒラタケが収穫でき

た．植菌２年目は原木118本中88本（74.6％）で

ヒラタケの発生が確認された他，９本（7.6％）

でタマチョレイタケ科 Polyporaceae のカワラタ

ケTrametes versicolor の発生が確認された．ま

た，この内の７本（5.9％）はヒラタケとカワラ

タケが同時に発生していた．

　５cm 単位で階級分けした原木の元口直径，長

さとヒラタケ，カワラタケの発生の有無を図４～

７に示した．ヒラタケは直径５cm ～ 40cm まで

の 階 級 で 発 生 が 確 認 さ れ， ５ ～ 10cm，40 ～

45cm の階級で発生率が有意に低くなり，20 ～

25cm の階級で発生率が有意に高くなった（z 検

定：p<0.05）．カワラタケは直径25cm ～ 45cm ま

での階級で発生が確認され，15 ～ 20cm の階級

で 発 生 率 が 有 意 に 低 く な り（p<0.05），25 ～

30cm，40 ～ 45cm の階級で発生率が有意に高く

なった（p<0.05）．ヒラタケは長さ25cm 以上～

110cm までのほぼ全ての階級で発生が確認され，

100 ～ 105cm の階級では発生が確認されず，発

生の割合は有意に低くなった（p<0.05）．カワラ

タケは長さ25cm ～ 60cm までの階級で発生が確

認されたが，それ以降の階級では発生が確認され

ず，30 ～ 35cm の階級で発生率が有意に高くなっ

た（p<0.05）．

　ロジスティック回帰分析の結果，ヒラタケの発

生において元口直径，長さの影響は有意ではな

かったが（元口直径 : z 値 =0.07，p=0.94，長さ : 

z 値＝ -1.06，p=0.29），カワラタケは元口直径の

影 響 が 有 意 で あ っ た（ 元 口 直 径 : z 値 =1.99，

p<0.05，長さ : z 値 =1.1，p=0.27）．続いてオッズ

比とオッズ比の95％信頼区間を求めた結果，オッ

ズ比の95％信頼区間の中に1が含まれなかったの

はカワラタケの元口直径のみで，オッズ比は1.14

となり，長さの0.95と比べて大きい数値となった．
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図 3．�シダレヤナギの伐採木を用いた原木ヒラタケ栽培の手順：(A) 玉切りされた原木， 
(B) 植菌（駒打ち），(C) 地伏せ，(D) 発生したヒラタケの子実体．

図 4．�原木の直径階別とヒラタケの発生の有無との関連 : ｚ検定（Bonferroni の調整にてp 値を調整）a-a（有
意差なし : p>0.05）a-b（有意差あり : p<0.05）

図 5．�原木の直径階別とカワラタケの発生の有無との関連 : ｚ検定（Bonferroni の調整にてp 値を調整）a-a
（有意差なし : p>0.05）a-b（有意差あり : p<0.05）
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4. 2. 収穫されたヒラタケの活用

　ヒラタケであることが確認されたキノコは公園

スタッフやヒラタケづくりに協力したボランティ

ア，公園の管理運営における関係者に配布した．

また，こども食堂にも提供した．この時はコロナ

禍であったことから，こども食堂は休止中であっ

たが食料品の提供は行われていたため，こども食

堂のスタッフに依頼し，希望者に提供した．

5. 考察

5. 1. �都市公園の伐採木を利用したヒラタケ栽培

の可能性

　植菌１年目で大多数のシダレヤナギの原木から

ヒラタケの発生が確認でき，植菌２年目も76％の

原木でヒラタケの発生を確認することができたこ

とから，公園の伐採木を活用したヒラタケの原木

栽培は十分に可能であると考えられる．ヒラタケ

の原木栽培の適地として仮伏せをする際は直射日

光が当たらない場所，本伏せをする際は通風・排

水が良く，雨が良く落ち，真っ暗ではなく散水が

しやすい場所が良いとされている（藤堂 , 2011）．

本調査でヒラタケの原木栽培を実施した場所は公

園の樹林内で高木層が開葉することによって直射

日光が当たらないエリアであった．これがヒラタ

ケの原木栽培には適した環境であったと考えられ

る．また，樹林内は日影で薄暗く来園者がほとん

図 6．�原木の長さとヒラタケの発生の有無との関連 : ｚ検定（Bonferroni の調整にてp 値を調整）a-a（有意
差なし : p>0.05）a-b（有意差あり : p<0.05）

図 7．�原木の長さとカワラタケの発生の有無との関連 : ｚ検定（Bonferroni の調整にてp 値を調整）a-a（有
意差なし : p>0.05）a-b（有意差あり : p<0.05）
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ど立ち入らないエリアでもあったため，来園者と

の住み分けができており，都市公園の緑地空間を

効率的に活用するうえでも今回のヒラタケの原木

栽培は有効であったと考えられる．さらに伐採と

それを使った原木のキノコ栽培が同じ公園内で実

施されることによって運搬コストを下げることが

可能である．ヒラタケはシダレヤナギ以外でも多

様な種類の広葉樹で原木栽培が可能とされており

（藤堂 , 2011），シダレヤナギに限らず公園の維持

管理作業で発生した伐採木の利用も可能であると

考えられる．安藤ら（1990）の研究ではヒラタケ

の最適，適種の多くが１，２年目で発生が盛んと

なり３年目に衰え，４年目にはほとんど発生がみ

られなかったのに対して可能種では２，３年目に

発生が集中したと報告している．本調査では植菌

１，２年目でシダレヤナギの原木からヒラタケが

発生していることから，安藤ら（1990）の最適，

適種の発生パターンと同様であると考えられる．

したがって現段階までがヒラタケの発生ピークで

３年目には収量が減ることが予想される．

5. 2. 原木サイズとヒラタケの発生との関係

　植菌２年目におけるヒラタケの発生については

元口直径，長さともに用意したほとんどの階級の

原木から確認され，ロジスティック回帰分析の結

果においてもヒラタケの発生と元口直径，長さの

間に有意差は認められなかった．したがって，本

調査で用意された範囲の直径，長さの原木であれ

ばヒラタケの栽培が十分に可能であると考えられ

る．一方で z 検定の結果では元口直径が小さい5

～ 10cm と元口直径が大きい40 ～ 45cm の階級で

発生の割合が有意に低くなった．安藤ら（1990）

の研究では最適種，適種に対するヒラタケ子実体

の発生率は中央直径10cmあたりがピークとなり，

それより大きいあるいは小さい直径のものは発生

率が低下する傾向がみられたと報告している．本

調査では中央直径を計測していないが，直径の小

さい原木と大きい原木でヒラタケの発生率が低下

している点は一致している．安藤ら（1990）は，

この要因として直径の小さい原木では乾燥による

ヒラタケの活着率の低下と，それに伴う乾生の菌

類の侵入の可能性をあげている．本調査ではコス

トカットの観点から仮伏せによる原木のシート等

での被覆を省略しており，散水等も行っていない．

したがって，直径が小さい原木は，より乾燥の影

響を強く受けたことが予想され，これが発生率の

低下につながった可能性がある．また，安藤ら

（1990）は直径の大きい原木ではヒラタケに不利

となる心材率が増加することで発生率が低下した

可能性を示唆していることから，本調査でもこう

した影響を受けた可能性がある．この他に，植菌

２年目には初年度で観られなかったカワラタケの

発生が確認され，そのうちの７本はヒラタケの発

生も同時に確認された．これまでの研究から空間

と資源をめぐる真菌の競争は敵対的な菌糸相互作

用 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ（e.g., Woodward & 

Boddy, 2008），１つの真菌が別の真菌の領域を獲

得した場合には置換されることが知られている

（Hiscox et al . 2010）．カワラタケは空中胞子に

よって材へ二次的に定着する種であることから

（深澤 , 2015），伐採後，原木に侵入したカワラタ

ケが競争によってヒラタケから置換されたか，そ

の過程あるいは膠着状態にあると考えられる．本

調査でカワラタケは長さ25cm 以上～ 60cm まで

の階級で発生が確認され，ロジスティック回帰分

析の結果からも元口の直径が大きくなるに従いカ

ワラタケが発生しやすい傾向があった．こうした

結果となった一つの要因として原木の含水率が影

響した可能性がある．Boddy et al . (1985) は水ポ

テンシャルを３段階に分けた寒天培地上でチャコ

ブタケDaldinia concentrica とカワラタケの菌糸

体を対峙させた実験を行い，水ポテンシャルの高

い寒天培地ではカワラタケに置換されたことを報

告している．これはカワラタケが比較的に含水率

の高い木材を選好する可能性を示唆していると考

えられ，直径の小さい原木に比べて保水力が高い

と考えられる直径の大きい原木ではカワラタケが

優勢となった可能性がある．以上のことから，今
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回の方法では直径の細い原木や太い原木を用いて

ヒラタケの栽培を実施した場合にヒラタケが発生

しない可能性がある．

5. 3. �ヒラタケの原木栽培による木材腐朽処理の

可能性

　木材の約90％はセルロース，リグニン，ヘミセ

ルロースで構成されており（Parkin, 1940），ヒラ

タケやカワラタケを含む白色腐朽菌はこれらを分

解できることから（堀・岩田 , 2018），枯死木の

分解者としての役割を担っている．こうした特性

を活かし，林内放置丸太を低コスト・低環境負荷

で腐朽分解させる研究（石原ら , 2004）や枯死切

り株の迅速な分解に向けた白色腐朽菌株の採取・

選抜に関する研究（村上ら , 2021）が行われてい

る．Bari et al .（2015）は beech 材にヒラタケと

カワラタケをそれぞれ暴露して分解能力の比較を

行い，両種で木材の質量と化学成分を同程度減少

させることや細胞壁の薄化，真菌の菌糸のコロ

ニー形成および細胞壁への穴の形成がみられたこ

とを報告している．本調査でも植菌２年目の調査

時に一部の原木では既に手の力だけで砕けるもの

もあり，ヒラタケによる木材分解の進行による影

響が示唆されたことから，ヒラタケの原木栽培を

することによって伐採木の腐朽分解を早める効果

が期待できる可能性がある．また，直径の大きい

原木で二次的に発生したカワラタケであってもヒ

ラタケと同程度の分解効果が期待できることから

都市公園内の伐採木の処理という観点ではカワラ

タケの侵入および置換も有効であると考えられ

る．こうした木材腐朽菌によって次第に木材が分

解される過程では多様な昆虫類が木材の破砕を通

して分解に寄与していることが知られている（久

保田 , 2016）．例えば多くのクワガタムシは白色

腐朽材を主に利用していることが知られ，腐朽の

進行に伴って木材の性質が緩やかに変化する白色

腐朽菌では腐朽材の初期から末期にいたる幅広い

普及段階の材にクワガタムシの幼虫が発生する

（荒谷 , 2006）．したがって，ヒラタケの収穫が終

わった原木はエコスタックとして集積することに

よって，多様な腐朽段階の材が公園内に存在する

こととなり，腐朽材を分解する昆虫類の保全や多

様性に寄与し，結果的に調査地内の木材腐朽機能

の維持・向上につながる可能性がある．

5. 4. 収穫されたヒラタケの活用

　収穫されたヒラタケは公園スタッフやボラン

ティア，公園の管理運営における関係者，近隣の

こども食堂に提供された．福田ら（2009）は雑木

林を定期的に管理していくうえでボランティアや

地域の人々の協力が必要不可欠であるとして，伐

採木を材料とした収穫物を協力者に還元するため

の一手段としてヒラタケに着目し，栽培実験研究

を行っている（福田ら , 2009）．本調査地でも福

田ら（2009）の指摘と同様に玉切りされた原木の

運搬やキノコの植菌といった作業には多くの人手

を要し，これらの緑地管理作業を継続していくた

めにはボランティアの協力が必要不可欠であるこ

とが確認された．したがって，この取り組みを継

続していくためには公園管理者がボランティアの

モチベーションを維持していく必要がある．キノ

コではないが草野（2020）は農作業に従事したボ

ランティアが収穫物を持ち帰ることによって援農

ボランティアの定着に効果があることを報告して

いることから，ヒラタケの配布も公園ボランティ

アのモチベーション維持や定着に役立つ可能性が

十分にあると考えられる．

　都市公園を含む公共施設は地方公共団体が住民

の生活や福祉の向上を図り，個性豊かで魅力ある

地域づくりを推進する目的で整備されている（総

務省 , 2022）．本調査で実施された，こども食堂

へのヒラタケの提供は公共施設の整備目的の一つ

である住民の生活や福祉の向上の一助となること

が期待でき，適当な手段であったと考えられる．

また，この仕組みは都市公園を直接利用しない地

域住民に対しても都市公園のサービスを提供で

き，都市公園機能の増進に寄与する可能性がある．
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6. おわりに

　本調査から都市公園の緑地管理で発生した伐採

木を用いた食用キノコの原木栽培は十分に可能で

あるといえる．また，収穫されたヒラタケは，ボ

ランティアやこども食堂に提供することによって

持続的な都市公園緑地の維持管理や地域連携の強

化に寄与できる可能性があった．ヒラタケの原木

は，樹種やサイズにもよるが，早ければ植菌した

年の秋より発生がはじまり，原木の樹種やサイズ

によっても異なるが２～４年は発生がつづく，こ

の間に白色腐朽菌であるヒラタケによって多糖類

（セルロースやヘミセルロース）および難分解性

高分子であるリグニンの分解が進み，クワガタを

はじめとする昆虫類の住処となっていくことが期

待できる．したがってキノコの発生が終了した原

木は廃棄せずにエコスタックとして集積し，昆虫

をはじめとした生物の住処として最後まで利用し

ていくことで都市公園における生物多様性に寄与

できると考えられる．これらの分解過程を経て，

最終的に伐採木は無機化されていくと考えられ，

処分費の軽減につながると予想される（図８）．

また，比較的に直径の大きい原木で発生が確認さ

れたカワラタケに関しても食用ではないが木材腐

朽の観点では役立てることができると考えられ

る．しかし，本調査ではこれらの効果について十

分に検証されたとはいえない．今後は長期的なモ

ニタリング調査を実施していく中でこれらの効果

について検証していく必要がある．

　本調査では，都市公園の緑地に焦点をあてたが

都市部では，この他にも街路樹や庭木，学校の校

庭，幼稚園の園庭等の多様な緑地があり，これら

の伐採木でも導入が可能か検討していきたい．ま

た，本調査ではヒラタケを用いたが，この他にも

白色腐朽菌で食用となるキノコが複数種あり，都

市における緑地特性や樹種に応じて，これらのキ

ノコを使い分けていくことによって伐採木の更な

る利用拡大につながる可能性がある．

　村上ら（2021）は河畔林伐採コスト低減を目的

とした白色腐朽菌の活用をすすめるうえで，遺伝

子撹乱の影響を考慮し，現地に生息する白色腐朽

菌を活用するのが望ましいとしている．したがっ

て，今後は事前に現地に自生するキノコの調査を

行い，有効と考えられる白色腐朽菌を採取，培養

したものを用いる等といった生態系に配慮した手

法についても研究を進めていきたい．

図 8．都市公園における伐採木を活用したキノコ栽培による循環イメージ．
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